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させることができるもの」とみなす増加理論（incremental theory）と呼べる志向性で
ある。もう一つは，能力を「固定的で変えることができないもの」とみなす実体理論












































































トナーとの関係を維持しようとしない（予測 3 － 1 ）。また，女性よりも男性の方が，
パートナーに対して再チャレンジの機会を与える（予測 4 － 1 ）。一方，性別役割観に
ついての知見に基づけば，女性よりも男性の方が，自身の行動を変化させてまでパー
トナーとの関係を維持しようとしない（予測 3 － 2 ）。また，男性よりも女性の方が，



















特別観を強く持つと予測する（予測 6 － 1 ）。ただし，性別役割に基づけば，男性より
も共同性を顕現する女性の方が特別観を強く持つと予測できる（予測 6 － 2 ）。協調的
行動については，努力により能力が向上するという信念をもつ増加理論者の方が，実体
理論者よりも，協調的行動を選択すると予測する（予測 7 ）。また，恋愛観についての
知見に基づけば，女性よりも男性の方が協調的行動をとると予測できる（予測 8 － 1 ）。
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共同性に代表されるような女性役割期待からは，男性よりも女性の方が協調的行動をと
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されるためである。このことは三浦・小林（2015）によって調査会社 2 社の登録モニタ















選択するかを測定する目的の簡易なシナリオ想定での 3 項目に 4 件法で回答を求めた。




































































平均34.0歳（SD=4.3），未婚52名，再婚 0 名，離婚 2 名，既婚38名，不明 1 名；女性151



















との関連については，いずれも非常に弱い正の相関関係に止まっていた（ r =.17, p<.01; 
r =.12, p<.05）。よって，パートナーへの行動傾向評価の 2 項目については弱い相関関
係ではあるが単純加算平均を指標とすることとした（得点が高いほど実体理論的な行






は「許してきた」と r =－.15（p<.05）の弱い負の相関関係が認められたが，他の 2 項













れた（ r =.50, .47, p<.001）が，間接的暴力被害の評価 2 項目間については弱い正の相関
関係に止まっていた（ r =.22, p<.001）。一方，本研究で独自に用意したパートナーの志
向性の評価とパートナーへの間接的暴力加害の評価についても，同様に相関係数を算
出し確認した。協調性と非協調性の各 2 項目間については強い正の相関関係が認められ
（ r =.70, .60, p<.001），間接的暴力被害の評価の 2 項目間についても中程度の正の相関
関係が認められた（ r =.39, p<.001）。項目数の増大による回答者への負担を考慮し，相
馬・浦（2009，2010）が例示していた項目から 2 項目のみを採用し，本調査では回答を
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有意傾向であった（F（1,240）=3.40, p<.07; Fig. 1）。この交互作用効果について，下位検
定を実施したところ，男性回答者における暗黙理論の単純主効果のみが有意であった
（F（1,240）=5.02, p<.05）。この男性における暗黙理論の単純主効果の結果は，男性の増








































パートナーに対して協調的に振舞うことを示す交互作用効果も認められた（予測 8 － 1
Fig 2 ．パートナーへの非協調的志向性における暗黙理論と性別の交互作用効果
暗黙理論が親密な関係に及ぼす影響152






































増加 変える 低 高 高 低
実体 変えない 高 低 低 高
男性 与える 低 高 高
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